























































































マラド・スメ（瑪拉迪廟） 101 259 　 856 210 ― 1 ―
マラド・ガチャ（瑪拉迪嘎査） 88 456 10,804 ― 4 ― ―
スゥルデ・ガチャ（蘇勒徳嘎査） 105 582 13,604 49 9 4 1
モガイト・ガチャ（毛盖図嘎査） 128 634 17,587 ― 16 2 2
ヘリンゲト・ガチャ（克仁格図嘎査） 108 616 26,446 ― 21 9 2
農場（行政村） 24 211 1,434 100 7.5 ― ―










































































オボーはチョクトボイン（čoγtoboyin）・タイジ（貴族）が 5月 13日に祭っていた．しかし 20世紀
半ばに途絶えて，今も復元されていない．プンスギン・オボーは最初経済裕福のプンスクによって祭
られていて，後に牧民のアルビンケシク Arbinγešiγによって 5月 13日に祭られるようになった．し





















が，20世紀半ばに途絶えた．しかし 20世紀末に復元され，祭祀は 6月 3日にラシニマの 3人の息子
のノルボ norbü，バインチョクト Bainčoγoto，イシスルグム Išicorγümたちによって行われている．





























































































































　事例 1：バインシリ・ガチャのホビスガラト Qobicγalto（漢語姓名は趙革命，40代）の兄弟姉妹 7
人．
　バインシリ・ガチャでは四つの自然村がある（20世紀 80年代以前は牧業合作社とも呼ばれてい











人　　名 オボー名 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年
ケシクト（長男）
ボルトロギン・オボー ● ○ ○ ○ ○
チャガンテゲギン・オボー ● ● ● ● ●
ほかのオボー ○ ○ ○ ○ ○
ケシクジルガル（次男）
ボルトロギン・オボー ● ○ ○ ○ ○
チャガンテゲギン・オボー ● ● ● ● ●
ほかのオボー ○ ○ ○ ○ ○
ケシクバト（三男）
ボルトロギン・オボー ● ○ ○ ○ ●
チャガンテゲギン・オボー ● ● ● ● ●
ほかのオボー ● ● ○ ○ ○
ホビスガラト（四男）
ボルトロギン・オボー ● ○ ○ ● ○
チャガンテゲギン・オボー ● ● ● ● ●
ほかのオボー ○ ○ ○ ○ ●
セチンホゥラ（長女）
ボルトロギン・オボー ● ○ ○ ○ ○
チャガンテゲギン・オボー ● ● ● ● ●
ほかのオボー ○ ○ ○ ○ ○
ホゥラ（次女）
ボルトロギン・オボー ● ○ ○ ○ ○
チャガンテゲギン・オボー ● ● ● ● ●
ほかのオボー ○ ○ ○ ○ ○
ロントンホゥラ（三女）
ボルトロギン・オボー ● ○ ○ ○ ○
チャガンテゲギン・オボー ● ● ● ● ●
ほかのオボー ○ ○ ○ ○ ○
この表ではホビスガラトの兄弟姉妹 7人の 2005年から 2009年にかけて当旗のいくつかのオボー祭祀に参加した状況を表記し
た．黒丸は参加を表し，白丸は参加していないことを表す．筆者の 2005年から 2009年にかけてオトク前旗で行ったフィール
ド調査では，兄弟姉妹 7人に対するアンケートと聞き書きを通じて，このデータを収集した．
















































写真 4　ナスンの家．撮影：2008. 6. 26
表 3　ナスンの家計の状況
人口 ヒツジ ヤギ ロバ 牧草地 車
7人 500頭余 100頭余 6頭 8千畝 三台
この表ではナスンの家の状況を表記した．この表からは，ナスンの家計が裕
福ではないが，貧乏でもないことがうかがえる．





















































































































































































































































































（ 2）　『鄂托克敖包』によると，「オトク前旗では，現在復元された 91基のオボーと復元されていない 89基の
オボーを合わせて，180基オボーが点在している」という［アルビンバヤル　2001：179︲259］．
（ 3）　モンゴルでは古くに親戚関係は血縁を基準にするのではなく，ヤス（父系の骨）を基準とする．
（ 4）　2008年 6月 26日に知り合いの紹介で上海廟鎮ハシヤト村のナスンの家で三日間調査を行い，放牧民の
生活現状を見学した．6月 27日にこのハシヤト村では，アイリン・オボー（村のオボー）であるボルハン
トロギン・オボーを祭った．
（ 5）　『鄂托克前旗誌』によると，2008年の人口は 7万人を超える．その中で，モンゴル族は 32.2％を占め
て，漢民族は 67.1％を占める〔『鄂托克前旗誌』編纂委員会　1995：3︲9〕．
（ 6）　ナーダムは「相撲・競馬・弓射」という三つの内容があり，この伝統的行事が男
エリン･ゴルバン･ナーダム
の三種競技と呼ばれ
る．この三種目の催しはオボー祭祀に奉納されるために行われているほか，娯楽性もある．
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